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Risk Simulator for Insuranceは，デジタル技術を

活用した新たな保険商品や保険サービスの開発を支援

するツールである（既に医療ビッグデータ分析による

入院リスク予測機能を提供中）。

このたび，製造現場の機器やプラントのIoT

（Internet of Things）データを保険会社が解釈しやす

い財務的「リスク値」に変換する，新たな故障予測シ

ミュレーション機能を本ツールに追加提供する。過去

の故障原因情報（蓄積ダメージ）から現在までの故障確

率を見える化し，将来における故障確率に基づく故障

発生時の財務的事業リスクを定量的にシミュレート

する。

現在，東京海上日動火災保険株式会社との協創を通

じて機能拡充を図っている。Risk Simulator for 

InsuranceがIoTと保険をつなぐソリューションとな

ることで，産業社会のデジタルトランスフォーメー

ションの発展に貢献することをめざす。

IoT×保険で新たな価値を創造する
Risk Simulator for Insurance1

2019年5月に，日立製作所は住信SBIネット銀行株

式会社との協創により，AI（Artifi cial Intelligence）

技術を活用した審査サービスを提供する合弁会社

Dayta Consulting株式会社を設立した。

Dayta Consultingは，地域金融機関をはじめとし

た金融機関に対し，まれな事象の発生を予測する日立

の人工知能「Hitachi AI Technology/Prediction of 

Rare Case」と，住信SBIネット銀行のデータハンド

リング技術・ノウハウを組み合わせたAI審査サービス

を提供することで，地域創生に対する取り組みや業務

効率化などを支援する。具体的なサービスとして，

2019年10月より，住宅ローンを対象としたAI審査

サービスの提供を開始している。

金融機関の個人ローン審査では，顧客の収入や資産

状況を把握したうえで，世の中の経済動向などを踏ま

えて将来の貸し倒れを予測する高度なノウハウが求め

られる。Dayta Consulting，住信SBIネット銀行およ

び日立は，住宅ローンの貸し倒れを予測し，債務不履

行の確率であるPD（Probability of Default）を算出

するAI審査モデルを共同で開発した。

今後，Dayta Consultingは，カードローン，トラ

まれな事象発生を予測する
AI技術を用いた融資審査向け
スコアリングサービス

2

1  Risk Simulator for Insuraceの画面イメージ

（1） 故障要因究明や部品延命を支援

（2） IoTデータで， 現在までの
 故障発生確率の推移を見える化

（3） 将来の故障確率を見える化し，
 適切な保全計画を支援

（4） 寿命診断技術導入前後の
 コスト比較で効果を見える化

現在までの故障発生確率推移 将来の故障確率シミュレーション

提供価値 ・ 導入効果
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ンザクションレンディングなど対象範囲の拡大を検討

し，AI審査サービス提供を図っていく。

日立は，今般Linux＊で動作するオープン勘定系シス

テムを株式会社肥後銀行にて稼働させた。企業が自社

の成長や競争力を維持・向上するためには，IoTやAI，

ブロックチェーンなど新たなデジタル技術をタイム

リーに活用したビジネス変革へ柔軟に追従できるシス

テムが必要となるが，銀行基幹システムの多くはまだ

メインフレームで動作するレガシーシステムであり，

デジタル技術の活用視点からもオープンシステムへの

オープン基盤を採用した
銀行基幹システム3

刷新が急務となっている。

開発したシステムでは，従来の銀行基幹系システム

に求められる堅牢性や信頼性をオープン基盤上で確保

することに加えて，レガシーシステムの課題であった

データ利活用や柔軟な異業種連携，先進技術への容易

な対応を実現している。新たに開発したバンキングハ

ブシステムにより，外部のFintechサービスをオープ

ンAPI（Application Programming Interface）を介

して容易に連携することで，デジタルトランスフォー

メーションへの迅速な対応を可能とする。

日立は，今後も事業環境の変化や多様化する利用者

ニーズに対応した総合的なバンキングソリューション

を提供していく。

＊は「他社登録商標など」（143ページ）を参照

3  銀行基幹システムの機能構成図
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注：略語説明　ATM（Automated Teller Machine），DB（Database），CRM（Customer Relationship Management）

2  AI審査サービスのイメージ

（1） AI審査モデルでPDを算出し金融機関に提供
（2）ローン商品の与信状況に係るモニタリング業務
（3）与信戦略構築に係るコンサルティング　など

A銀行 B銀行 C銀行 D銀行 E銀行 …

サービス概要

サービス利用契約締結先

日立製作所 住信SBIネット銀行

日立のAI

Dayta Consulting
AI審査サービス
提供会社

高性能AI審査モデル 与信ノウハウ

・ 個人ローン（住宅／カード）
・ 法人ローン
  （トランザクションレンディング）

・ 過学習回避の仕組み
・ ブラックボックス化の回避

高性能AI

出資 出資
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